
地区 各協議体の動き 令和４年度協議体を取り巻く地域の主な動き　　（令和４年１２月末現在）

・平成29年  3月　「大和市南林間地区たすけあい協議会」発足 ●拠点来所者数：1,416人（開所日数：106日(開所日：月・水・金)

・同年　　  4月　拠点「南林間地区たすけあいセンター」開所 　　　　　　　※令和4年12月16日延べ来所者が1万人に到達（除く、ヤマトン健康ポイントのみ来所者）

・同年　　  6月　たすけあい活動（個別支援）開始 ●たすけあい活動（個別支援）実績　ボランティア登録数：158人、支援事業実績：1,000件

・平成30年  4月　ヤマトン健康ポイント付与開始 　　　　　　　※生活行動支援(病院付き添い、料理・家事手伝い、買い物・郵便局手続等代行)の依頼が急増

・同年  　　6月　健康測定コーナー開始 ●健康麻雀　実施回数：66回、参加者数：693人

・平成31年  1月　健康講座を開始 ●健康測定コーナーの実施（パルシステム神奈川ゆめコープとの共同事業）実施回数：17回、参加者数：252人

・令和４年  4月～7月　スマホ関連講座を実施 ●健康講座の実施（パルシステム神奈川ゆめコープ・スポーツクラブＮＡＳとの共同事業）は、休止中

●スマホ講座（4月～5月:初心者講座 6回 参加者30名・6月～7月：活用講座 8回 参加者75名）を実施

・平成29年  9月　つきみ野地区協議体「ハート公所つきみ野」発足 ●拠点来所者数：1,275人（開所日数：235日(開所日：月～金)

・同年　　 10月　つきみ野自治会館内に拠点開所 ●カフェ・ハート利用者：648人（開催日数：110日）　※新型コロナウィルス感染症拡大時休止期間有り

・平成30年  4月　拠点内に相談窓口開設 ●ハートお助け隊(有償ボランティア)活動に関して見直しを引き続き検討中

・令和元年  5月　旧１６号線沿いに拠点移転 ●地域包括支援センター主催の地域ケア会議に随時参加

・同年　　  9月　ヤマトン健康ポイント付与開始 ●"フレイル予防"、"上手に「節電の夏」を乗り切ろう"など高齢者に伝えたい情報をリーフレットとして随時発行（ハートミニ知識）

 　　　　　　　　交流スペース「カフェ・ハート」開始 　

・令和 2年　7月　『ハートお役立ちガイド（第１集）』の作成・配布

・同年　　　9月　ハートお助け隊(有償ボランティア)活動開始

・平成30年  3月　「大和市中央地区支え合い協議会」発足 ●拠点来所者数：1,337人（開所日数：108日(開所日：月・水・金)

・同年 　　 4月　拠点「中央地区支え合いセンター」開所 ●「買い物支援」活動実績　ボランティア登録数：18人、利用者：96人、活動日数30日

・同年　　 10月　拠点内に相談窓口開設 　「個別支援」活動実績　ボランティア登録数：50人、支援件数：43回

・平成31年  1月　ヤマトン健康ポイント付与開始 ●認知症当事者の方とボランティア活動支援者との連携活動（包丁研ぎ）利用者数：46人、開催日数：16回、対応数：71丁

・令和元年　4月　会食会「はちぶんめ」開始 ☛令和2年4月活動休止

・同年　　　6月　交流スペース「えんがわサロン」開設(モチーフ編みの会)

・同年　　 11月　相談窓口・交流スペース開設１周年記念イベント実施 ●研修会『地域を考える～どう生み出す？地域の福祉力が高まる「つながり」～』を９月に実施　参加者32名

・令和 2年 12月　買い物支援「買援隊」本格実施 ・上記研修を受けて、12月に「地域のつながり」づくりについてグループワークを実施

　　　　　　 　　個別支援(有償ボランティア)活動開始 ●地域包括支援センター主催の地域ケア会議に随時参加

・令和 3年 12月「支え合いセンター」(仮)拠点にて活動開始 (建替えのため) 　

　

・平成30年  3月　「ねっとわ～く福田北協議体」発足 ●拠点来所者数：2,184人（開所日数：110日(開所日：月・水・金)

・同年　　 10月　拠点「ねっとわ～く福田北協議体ここさぽ」開所 ●相談件数:44件　（内個別支援「生活支援(有償ボランティア)」活動（地区社協と連携）　依頼件数：14件）

・平成31年  1月　ヤマトン健康ポイント付与開始 　９月に、買い物・草むしり・電球交換など「ちょっとした依頼」を特集した「ここさぽだより」を作成・配布

・令和元年  6月　地域内介護・医療施設スタンプラリー実施

・同年　 　11月　地域包括支援センターによる出張相談開始 ●ねっとわーく福田北協議体「ここさぽ」のリーフレットをリメイクし地域の自治会などへ配布した

・令和 2年  7月　地域の病院、訪問看護ステーションの専門職 ●介護保険の基本的な流れや「ここさぽ」と包括支援センターの連携についてなどコーディネーター研修を２回実施した

               　による出張相談開始

・令和 3年 12月　『地域福祉マップ』作成・配布
●地域包括支援センター、地域の病院、訪問看護ステーションの出張相談「専門職の日」や「ここさぽカフェ」は、コロナ禍
　のため休止

●５月から地域にお住いの高齢の方々の描いた絵画や撮った写真などを展示する機会の場として廊下側壁面を利用した「廊下
　アートギャラリー」を始める
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●中央地区に居住の高齢者が、地域内で安心して生活して行くための行政や中央地区内の必要な支援情報を届ける仕組みづくり
　の検討を行う情報ＷＧを６月から始める

市内第２層協議体の活動状況



地区 各協議体の動き 令和４年度協議体を取り巻く地域の主な動き　　（令和４年１２月末現在）

・平成30年  9月　「大和市下鶴間地区協議体」発足 ●拠点来所者数：59人（開所日数：69日(開所日：月・木)

・同年　　 11月　「下鶴間ふるさと館」近くに拠点開所 ●「いつまでも健康でいるために」をテーマに「食」「運動」「社会参加」の要素を取り入れた事業の検討

・令和元年  6月　拠点「たすけ愛しもつるま」内に相談窓口開設 ・令和3年6月に市の管理栄養士を招いて「食」の勉強会開催。その後、関係団体等にヒアリングを実施し、令和4年度から朝に

・令和 2年  6月　拠点移動（旧拠点の隣に引越し） 　たんぱく質を20g摂取する取り組み「朝たん」の推奨を地域内のミニサロンで実施

・令和 3年  1月　地域包括支援センターによる出張相談を開始 ・「運動」「社会参加」に関しては、地域の「グラウンドゴルフ」に注目し、各クラブの紹介を実施

・同年　　　5月　ヤマトン健康ポイント付与開始 ●研修会『協議体の役割と地域共生社会づくり』を9月に実施　参加者34名

・令和 4年　6月　地域の各「グラウンドゴルフ」クラブを紹介 　

・同年　　  7月  地域内サロンに訪問し、「朝たん」の推奨を説明 　

・平成29年 10月　協議体設立に向けた話し合いを開始 ●協議体設立に向け「上草柳ふれあい協議会」設立準備会を開催(6月・8月・10月)

・令和 4年 12月  「上草柳ふれあい協議会」発足 ●「上草柳ふれあい協議会」設立総会を開催(12月4日(日))

　 ●現在相談窓口の開設に向けて準備中
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